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紀北工業高等学校について

和歌山の北部橋本市

大阪（なんば）まで電車で５０分
（和歌山で一番大阪に近い）

工業高校（機械科、電気科、シ
ステム化学科）

1学年４クラス（定員１６０人）、
男子約１３０人、女子約３０人



情報関連科目への取り組み

情報は代替科目（情報技術基礎）

システム化学科では、実習でも情報関係

選択科目で、プログラミング技術、ハードウェア技術なども設定



プログラミングについて

プログラミングはすべての学科で１年次に

すべてＣ言語

１年次では、順次処理、分岐、繰り返しまで

簡単な内容でも定着は難しい



プログラミング演習の典型パターン
① 手本となる完成されたリストを入力し、実行する。

② ほぼ完成されたリストに空欄があり、それを補填して、作成実行する。

③ 問題（文章による）からソースコードを考えそれを作成実行する。

④ 世の中にある課題をテーマとしてシステム（アプリケーション）を作成
する。

①、②は直接の作成でない。④はほぼ不可能？、③ならなんとか・・・



プログラム作成の評価について

・ プログラムリストを評価するのは大変

→ 全部みても見逃してしまう。

そもそも解答はひとつではない。

正しい答えが出ればほぼＯＫなのでは？。



オンラインジャッジシステムについて

・プログラミングの学習サイト

・問題が各種公開されている。

・解答プログラムを提出（Ｗｅｂで）すると採点される。

・難易度はいろいろ。サイトやページによって入門から最高峰まで。

・AIZU ONLINE、ＡtCoderなどが手軽



オンラインジャッジシステムとは？

インターネット上でプログラムの演習が可能

1. サイトに問題（プログラミングの課題）が提供されている。

2. 問題に対応するプログラムリストを送付。（言語は多数のものが対
応されている）

3. 用意されたテストデータによって、正解、不正解、エラー、実行時
間オーバーなど判定される。



サイトの様子（AIZU ONLINE）

問題の一覧
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サイトの様子（AIZU ONLINE）

プログラム提出画面

ここにプログ
ラムをペース
ト



サイトの様子（AtCoder）

問題の一覧
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サイトの様子（AtCoder）

問題例



学習活動への位置づけ
基本文法など
を講義で

プログラムの
構造を学ばせ

る

プログラムの
作成演習

オンライン
ジャッジで確

認

エラー（文法、
論理）によって
修正学習

このあた
りの定
着を



教科での導入例

教科書で講義
教科書の問題
の演習

オンラインの問
題で演習（応

用）

• プログラミング技術（工業の科目、プログラミング（C言語）を中心しと
した科目）で。

• おそらく教科情報でも可能



良い点悪い点

良い点

・システムの完成度が高い。

・いろいろな問題がある。

・プログラムの大会の問題の

演習が可能

悪い点

・おおむね問題のレベルが高い

・問題が選べない

・システムやデータの詳細がブ

ラックボックス



フォームによる自作サイト作成について

特徴

• プログラムはノーチェック

•課題に対する入力データと出力データのみ

•出力データの正誤をフォームのテストのテンプレートから作成



演習手順１問題提示

• ブラウザ（フォーム）で問題を作
成

• ここでは入力データは４つ



演習手順 問題作成

・フォームで解答を用意
し点数をセットします。



演習手順 ＰＣでソースプログラム作成

・ＰＣでソースプログラム
を作成

・入出力のみなので言
語はなんでも（入出力
データをコピー、ペース
トできること）



演習手順 ＰＣで実行

・ＰＣで実行



演習手順 結果をフォームに

・ＰＣで実行したデータをコ
ピー＆ペーストでフォームの
解答欄に入力し送信



演習手順 送信



演習手順 得点評価（スコア表示）

・正解に応じて得点が表示さ
れます。



活用について

① 授業などの学習

• 教科書や講義の内容の課題を用意して授業の演習として。

• 演習課題結果は自動的にフォームに収集されます。

② 評価テストやコンテストとして

• リアルタイムで一斉に行うことでその結果に応じて評価が可能。

• テストならば成績にコンテストとして順位付けを行います。



活用について

③ オンラインにて遠隔地よりの合同演習

・ 遠隔地で合同演習として利用可能。

・ プログラミング教育でオンラインの交流を。

・ オンライン（自宅）学習コンテンツとして。



試行サイトの紹介

実際の公開用のサイト

管理ページ

グーグルサイトで作成

問題ページ

グーグルフォームで作成



試行サイトの紹介

解答フォームへリン
ク



試行サイトの紹介

４つの解答データと
名前またはハンドル
名（識別のため、な
んでもいいです）を



試行サイトの紹介

ぜひ、試してみてください。

•URL

https://sites.google.com/vie
w/kanijudge/

ＱＲコード



（追記）クラブ活動に（コンピュータ部）

さらに高度なプログラミング教育を

授業では時間と生徒のモチベーションが足り
ない

クラブ活動で実現



クラブ（コンピュータ部）について

プログラミングを基本練習に

プログラミングコンテスト(情報オリンピック、パソコン甲子園、
スーパーコンピューティングコンテスト）に出場、またその対
策



プログラミング教育について

•「論理的思考」の能力がより顕著に。

•機械（コンピュータ）が相手でシビア

•興味関心の源に（逆にそれが楽しい？）。


